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2）p-1　　　　母乳中たんぱく質・糖質・脂質含有量

　　　　　　　　　　一経時的変動ならびに相互の関連－

　　　　　　　　三重大教育　成田美代　三重大教育（院）○大嶽紀子

【目的】　母乳は乳児の健全な成長・発達にとって不可欠のものであり、その中の栄養成
分は、出産後の経過日数や出生時の状況、母体の食事摂取など様々な要因によって変動す
るため、母乳研究の際にはこれらのことを考慮する必要がある。そこで著者らは、母乳中

のたんぱく質・糖質・脂質について、その含有量ならびに経時的変動、さらに各栄養素含
有量間の関連について検討した。

　【方法】　母乳試料には、岐阜県居住の産婦33名より、昭和56～58年に経時的に提供され
た母乳255検体を用いた。母乳は。採乳後直ちに-30℃で冷凍保存され、測定に際して室温
で解凍、均質化された。定量方法として、たんぱく質はLowry法、糖質はSoniogyi-Nelson法。

脂質はBragdon酸化法を用いた。なお、これらの定量方法について、微量な母乳試料量で測
定できるように、予め検討を行った。
　【結果】　①各栄養素含有量とその経時的変動について：たんぱく質は、初乳で23.09±

5.80ig/mlと最も多く、産後10日目まで急激に減少し、その後も経時的に減少した。糖質は、
初乳で67.29±3.49ing/inlと最も少なく、25日目まで急激に増加。その後は横ばい傾向であ

ったが、151日目以降再び増加した。たんぱく質に比して、増減の幅は小さかった。脂質は、
初乳で10.30±6.98iiig/inlと最も少なく、５日目まで急激に増加し、10日目以降は減少したが、
121日目以降に再び増加した。脂質は、個人差が非常に大きかった。　②各栄養素含有量間
の関連について：たんぱく質・脂質問は、かなり強い正相関を示し、たんぱく質・糖質間、

脂質・糖質間は、負相関を示した。

2 Dp－2 茶類似物中のフッ素含有量

○食品環境科研　滝山一善・武庫川女大生活環境　石井裕子

　目的　茶葉中のフッ素については既に発表した．現在市販されている多くの茶類似物，
いわゆる健康茶といわれるものについてフッ素含有量を測定して，飲茶によって摂取する

フッ素の量を求め普通のお茶の場合と比較検討する．

　方法　市販の茶類似物を低速ミキサーで摩砕し．その5gを200mlの沸騰水中に採り，40~
50分間沸騰を続けてフッ素を抽出する．抽出液をコマゴメピペットにより，氷水中に保っ

た小フラスコ中に採り室温まで冷却する．溶液をアドバンテック東洋製DISMIC-25で濾過

して央雑物を除く．さらにMILLIPORE製MOLCUT-Lで強制濾過して蛋白質を除去して試料溶
液とした. Dionex 2000i/SPイオンクロマトグラフ（IC）に陰イオンカラムを装着して，メ

ーカー指定の溶離液（1. 5mM NayCOj +I.OmM NaHCOj）を1/10に希釈し，他は指定通りの条件

でICを調整した．試料溶液を1/10または1/5に希釈してクロマトグラムを求め，その初期

段階に出現するフッ素のピークから検量線法で測定した．試料溶液のフッ素の濃度から原
茶類似物lOOg中のフッ素量を計算した．別に上記と同様に粉砕した茶葉を乾燥して水分量

を求めた．
　結果　本法ではフッ素のピークの前及び後の近傍にシリカ及び酢酸のピークが現れるが

これらは一般に極少量でフッ素と区別しうる．これらの茶類似物は一般に飲用のさい数十

分煮沸するので本法で得た結果は飲用した場合にそのまま参照できる．

種類　　とちゅう茶　どくだみ茶　よもぎ茶　そぱ茶　はとむぎ茶　ギムネマシルベスタ
mgF/IOOg　100.8　　　70.8　　　75.6　　20.0　　29.2　　　　95.0
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